
しまだ未来カフェ参加者アンケート 

 

1．実施日 令和元年 10 月 6 日（日） 

 

2．回答数 33 件 回答率 97％ 

（参加者合計 34 人：無作為抽出者 23 人・相模女子大学 4 人・島田工業高校生 7 人） 

 

 

設問 1 開催時間はいかがでしたか？ 

 

 

設問 2 これまでに「ワークショップ」、「シンポジウム」、「委員会・審議会」など市が主催する会

議に参加したことはありますか？ 

 

【参加した会議等の名前】 

・緑茶化計画 

・環境 100 人会議 

・市役所内のワークショップ 



・楽しい会議による楽しいまちづくり研修 

・島田市まちづくりワークショップ 

・裾野市のまちづくりワークショップ 

・市役所新庁舎についてのワークショップ 

・高校生対象のワークショップ 

・暮らしたくなるまちなかについてのワークショップ 

 

設問 3 しまだ未来カフェの内容はいかがでしたか？ 

 

【「良かった」の意見】 

・はじめて諏訪原城跡に行くことができたから 

・諏訪原城跡を知るきっかけになったから 

・もっと諏訪原城跡の見学時間が欲しい 

・以前参加したワークショップより若い人の参加があったから 

・異なった年代の方々と意見交換できたから 

・自分とは異なる目線の方々の意見を伺えたから 

・様々な人と交流できて良かったから 

・面白かった 

・考えやすいテーマだった 

【「どちらでもない」の意見】 

・深さには欠ける 

・良いか悪いか判断できかねる 

・開催することが目的のイベントであり、実際に施策にいかされることはないと分かったため 

・これをもとにして島田市を変えられると思えないから 

 

設問 4 しまだ未来カフェに参加しようと思った一番の決め手はなんですか？ 



 

【「通知が届いてよい機会だと思った」の意見】 

・過去学んだことを生かすことができたらよいと思ったため 

・無作為抽出 3,000 人の確率に興味があったため 

・自分の子どもたちに地元の良いところを教えてあげたかったため 

【「テーマに興味があった」の意見】 

・城が好きだから 

【「その他」の意見】 

・諏訪原城跡を知る良い機会と思ったため 

・学校の先生に推薦されたため 

・静岡だから参加した 

・市のために何かしたいと思っていたため 

 

設問 5 ワークショップ進行役：ＮＰＯシマシマについていかがでしたか？ 

 

【「スムーズだった」の意見】 

・20 年程前は、ファシリテーター、ワークショップもよく分からなかったが、今では方法に慣れ、

1 つの手法として定着しつつあることが嬉しい 



・何度も席に説明しにきてくれたのでわかりやすかった 

・説明がわかりやすい 

 

設問 6 今後もしまだ未来カフェなど市民参加の事業に参加したいと思いますか？ 

 

＜「参加したい」・「興味があれば参加したい」を選んだ理由＞ 

 

【「その他」の意見】 

・やるからには協力する意思があるため 

・若者の新鮮な考えは刺激になるため 

・視野を広げることにつながるし、協働は大切だから 

 

設問 7 今後しまだ未来カフェで取り扱うテーマはどのような内容がいいと思いますか？（3 つ以

内選択） 



 

【「中心市街地のにぎわいづくりについて」の意見】 

・市街のにぎわいがとても心配で、もっと街がにぎやかになる話ができればと思う 

【「水源、農地、森林の保全など自然環境の保全について」の意見】 

・耕作放棄地の解消について 

【「その他」の意見】 

・教育について 

 

設問 8 自由欄 

・良い機会だった、そして楽しかった 

・専門家に解説いただくと、現実的に考えることができる 

・島田市はいいまちだなと思った 

・年代が異なる方々と良い話ができた 

・実際に役立てられるようにして頂きたいと思った 

・現状の改善点などちょっとしたことでも、もっと話せたらいいと思った 

・このような事業にもっと参加したいため、情報が欲しい 

・あらゆる世代の意見や想いがわかり、有意義だった 

・アイデアはたくさん出るが、「自分たちでやろう」という意識づけはできていない、立ち上がる

人をつくるべき 

・行政が欲しいのは、アイデアなのか人なのかが疑問 


